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ラ

イ

ン

グ

ェ

ス

ト

ア

ァ

I

レ

γ
製
鉄
業
に
お
け
る

「
混
合
企
業
』
の
創
山
村

第
九
十
二
巻

凶

第
一
日

巴ヨ

フ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
製
鉄
業
に
お
け
る

「
混
合
企
業
」

の
創
出
(二)

大

野

英

ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ

λ

ト
ア
ァ

I
レ
ン
製
鉄
業
に
お
け
る
産
業
革
命
と

「
混
合
企
業
』

の
原
型
の
成
立

〕I

一
八
四

0
年
代
以
降
、
ハ
ッ
ド
ル
法
臼
急
速
な
普
及
は
、
ア
イ
フ
ェ
ル
や
ジ
l
ガ

1
ラ
y
ド
の
フ

リ
ッ

γ
ュ
炉
平
木
山
氏
高
炉
を
擁
す
る
小
動
丁
一
業
者
間

ω広
汎
わ
解
体
h
U
随
伴
い
つ
一
つ
η

製
鉄
業
の
立
地
士
舘
5
表
A
V
-
-
9
よ
う
に
、
木

炭
と
落
流
を
利
用
し
て
鉄
鉱
石
埋
蔵
地
域
に
分
布
し
て
い
た
プ
リ
ッ
シ
ュ
炉
心
立
地
か
ら
、
ル
ー
ル
北
部
、
ザ
1
ル
、
イ
ン
デ
等
白
石

炭
埋
蔵
地
域
に
集
中
し
た
パ
ッ
ド
ル
炉
心
ly
地
へ
移
動
せ
し
め
た
。
こ
う
し
て
、
小
鉄
工
業
の
広
汎
に
分
布
し
た
ル
ー
ル
南
部
と
は
対

阪
的
に
一
八
四

O
年
頃
ま
で
農
業
地
帯
で
あ
っ
て
、
南
部
へ
穀
物
を
供
給
し
た
ル
ー
ル
北
部
は
、
一
八
六

O
年
頃
に
は
、
ド
イ
ツ
製
鉄

k
品
川

y
テ
y

・

業
の
最
も
重
要
な
中
心
地
へ
急
激
た
変
貌
主
一
小
し
た
の
で
あ
る

G

こ
の
過
程
で
製
銑
工
程
に
ゐ
げ
る
コ

1
ク
九
百
炉
の
建
設
と
製
鉄
所

炭
抗
の
端
緒
的
形
成
が
進
民
し
、
叶
混
合
企
業
』
の
版
製
自
創
出
を
み
る
に
い
た
っ
た
。

コ
l
ケ
ス
高
炉
の
建
設

さ
て
、

オ

l
ベ
ル
・
ジ
ュ
レ

1
ジ
エ

y
に
は
す
で
に
一
七
九
六
年
に
、
王
立
グ
ラ
イ
り
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
に
水
力
送
風
に
基
づ
く
大
陸



一
八

O
一
一
年
に
は
王
立
ケ

1
エ
ッ
ヒ
製
鉄
所
に
蒸
気
力
送
風
に
基
づ
く
大
陵
最
大
の
コ

l
グ
九

高
炉
が
建
設
さ
れ
て
隣
接
の
王
立
ケ

l
-
一
ッ
ヒ
以
院
が
そ
の
製
鉄
一
所
炭
坑
と
し
て
結
合
さ
れ
て
お
り
、
オ
l
ヘ
ル
・

γ
ュ
レ

l
ジ
ユ

γ

最
初
の
コ
ー
ク
ス
一
両
炉
が
建
設
さ
れ
、

の
農
奴
制
工
場
と
も
い
う
ぺ
き
王
立
企
業
に
沿
い
て
『
混
合
企
業
』
の
創
出
が
認
め

b
れ
る
。
と
う
し
た
オ
1
ベ
ル
・
ジ

L

V

l

ジ
エ

一
九
世
紀
中
葉
に
漸
く
ラ
イ

γ
・
ヴ
ヱ
ス
ト
ア
ァ

I
レ
ソ
に
沿
い
て
コ
ー
ク
ス
丙
炉
心
建
設
が

y
D
展
開
か
ら
ほ
ぼ
半
世
紀
を
経
亡
、

推
進
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
迫
づ
た
も
の
は
精
錬
工
程
に
治
け
る
バ
ヅ
ド
ル
法
の
導
入
に
と
も
な
う
銑
鉄
宿
袈
の
評
し
い
増
大

で
あ
っ
た
。
パ
ッ
ド
ル
炉
の
増
設
に
工
る
銑
鉄
需
要
の
増
加
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
低
廉
な
イ
ギ
リ
ス
ま
た
は
ベ
ル
ギ
ー
の
銑
鉄
の
輸

一
八
凶
凶
年
の
鉄
関
税
改
革
に
よ
り
銑
鉄
ト

γ
当
り
二

0
マ
ル
ク
の
関
税
が
賦
訓
附
さ
れ
た
が
、
ベ
ル
ギ
ー

入
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
た
。

に
対
し

τは
一

0
マ
ル
ク
の
関
税
が
賦
課
さ
れ
た
に
す
ぎ
た
か
っ
た
た
め
、
と
く
に
ベ
ル
ギ
ー
の
銑
鉄
の
輸
入
が
若
し
か
っ
士
。
し
か

し
、
こ
の
ベ
ル
ギ
ー
の
銑
鉄
に
対
す
る
関
税
も
一
八
五
二
年
に
一
五
マ
ル
ク
へ
引
上
げ

b
れ、

一
八
五
凶
年
に
は
特
恵
は
廃
止
さ
れ
て

b
p、
銑
鉄
ト

γ
当
り
二

0
マ
ル
ク
、
棒
欽
ト

y
当
り
九

0
マ
ル
ク
の
関
税
を
某
調
と
す
る
関
税
同
躍
の
政
策
に
よ
り
バ
ッ
ク
ア
y
プ

さ
れ
つ
つ
一
、
ま
ず
、
事
放
の
パ
ッ
ド
ル
炉
を
擁
し
て
銑
鉄
の
向
己
消
費
臼
激
増
し
た
製
鉄
所
に
沿
い
て
コ
ー
ク
ス
両
炉
の
建
設
が
ゐ
し

す
す
め
ら
れ
、
さ
ら
に
一
連
mv
『
単
純
L

コ
ー
ク
ス
高
炉
企
業
も
発
生
し
た
り
ル
ー
ル
設
ー
仰
の
コ
ー
ク
ス
高
炉
は
、

ア
ぽ
戸
山
肌

ア
局
別
年

ト
骨
数
日

ス
民
夫
日

エ
山
比

グ
鉱
業

級
就

表
上
D

4
γ

円
数

前
一
日
以
坑

就 業封夫数炭坑数

1人 2

2~5人 2

6~10人 11

11~20人 12

2'~町人 2q ! 

51~10日人 13 

101~初日人 121 

201~500人 22

501~1 ，OOO人 1

(その他に坑夫246人が
!4炭坑に，坑夫104人が
19反抗に就業〕

フ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
ヲ
ァ

I
レ
ン
製
鉄
設
に
お
け
る

『
叫
合
企
業
L

D
創
出
伺

一
八
四
八
年
に
ミ

ノレ

八イ
五ム
O の
年フ
にリ
送 l
風 V
さリ
オL ヅ

てヒ
レ〉

奇心ヲ
ノレ
d¥ 

ノレ
ふ、

製

鉄
日町
に
建
設

さ
れ
、と

と
ろ
で
、
鉄
道
網
建
設
の
進
展
、
蒸
気
機
関
白
増
加
、
パ
ッ
下
ル

炉
の
普
及
、

2
1
ク
ス
寸
前
炉
の
建
設
等
に
よ
り
、
石
炭
需
要
が
著
し
く

増
大
し
て
、
石
炭
鉱
業
の
急
速
な
発
肢
が
招
来
さ
れ
、
ヴ
ェ
月
ト
フ
ァ

第
九
J
l
E
巻

.~h~ 

五

節
ト
号



ラ
イ
ン
-
グ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ

ン

製

鉄

装

に

お

け

る

第

一

号

「
混
合
企
業
』
の
創
出
伺

ォ

ー

へ

ル

〈

ル

タ

ア

ム

ト

ヘ

ツ

イ

ル

グ

ー
レ

γ
上
級
鉱
山
監
督
局
凶
域
内
心
炭
坑
に
つ
い
て
の
ヤ
コ
ピ
ー
の
記
述
士
整
理
す
る
な

b
ば
、
治
4
4
Z
り
一
小
す
よ
う
た
就
菜
坑
夫
数

第
九
十
」
一
一
巻

』/、

一」
/、

別
炭
坑
数
の
分
布
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

一
八
五

0
年
代
半
ば
に
排
水
用
や
運
搬
用
の
蒸
気
機
闘
セ
設
備
し
た
大
炭
坑
の
形
成
も

ヌァー νン製鉄業の立地移動
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か
な
り
↑
に
進
展
し
て
い
る
。
製
鉄
業
に
お
け
る
コ

l
グ
ス
高
炉
の
建
設
が
、
こ
う
し
た
石
炭
鉱
業
の
発
展
と
結
合
し
て
、
ま
さ
し
く
製

u
a
ツ
テ
ジ

-
Y
エ
ヘ
シ

鉄
業
の
資
本
山
集
積
過
程
か
ら
一
八
五

0
年
代
に
ラ
イ

γ
・
ヴ
ェ
ス
ト
ア
ァ

l
レ
y
の
最
初
の
製
鉄
所
炭
坑
が
形
成
さ
れ
づ
つ
あ
っ
た
。

ラ
イ

γ

ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
1

レ
ン
製
鉄
業
に
お
け
お

『
担
合
企
業
』
の
創
出
制

第 5表 ライソ・ヴ孟スト

182C骨のフリザジュ・ハム マ り立地l岬

第
九
十
三
巻

一ーーー鉄鉱右

-帥右民

。都市

. フリッヅ.ハムマー

一ー『ーー上級鉱山監督局区域
ボ γとドルト A ント

との境界

じ

第
一
サ

レ
】



-fuF
ド
ト
一
に
h
h
川町一昨
1
レ

ン

製

鉄

業

に

お

け

る

二

八

第

一

号

グ
I
テ
ホ
フ
ヌ

Y
ク
製
鉄
所
に
つ
い
て
こ
の
過
程
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
木
炭
高
炉
三
(
旧
グ
テ
ホ
フ
ヌ
Y
ク
製
鉄
所
と
ア

ν

転
九
J
l

一一4

巻

" 

ト
ニ
製
鉄
所
と
の
高
炉
、

一
八
三

O
年
に
新
設
の
高
炉
)
を
蜘
し
℃
い
た
が
、

ニ
ー
ダ
I

・
一
フ
イ
ン
の
一
他

ω
製
鉄
所
と
同
様
に
木
炭
の
量
と

三
、
四
豆
八
ツ
ェ

γ
ト
ナ

1
、

ナ
ー
と
た
っ
て
、
銑
鉄
需
要
の
大
王
は
外
国
銑
鉄
の
輸
入
に
依
存
し
て
い
た
。
あ
た
か
も
、
一
八
五
二
年
以
降
白
『
創
立
熱
狂
の
時
代
』

一
八
四
二
年
に
銑
鉄
の
白
己
生
産
一
八
、

O
二
八
ツ
ェ
ン
ト
ナ
ー
に
対
し
購
入
九

一
八
五
二
年
に
は
自
己
生
産
三
九
、
五
六
九
ツ
ェ
プ
ト
ナ
l
民
対
し
購
入
四
八
七
、
八
二

0
7
ェ
y
ト

佃
特
に
制
約
さ
れ
て
、
そ
の
銑
欽
生
産
は
停
滞
し
、

に
あ
た
り
、

ヱ

l
ダ
I
・
ラ
イ
ン
の
コ
ー
ク
ス
銑
鉄
の
価
格
は
一
、

0
0
0
ポ
ン
ド
当
り
一
八
五
一
年
山
一
一
一

l
一一一一タ

1
7
ー
か
ら
一

一
八
五
山
年
の
一
七
夕
l
ラ
l
へ
上
剖
し
、
一
八
五
四
年
二
月
に
は
パ
ツ
ー
ル
炉

ω
一
部
分
は
銑
鉄
不
足
の
た
め
に
一
時
操
業
を
中
止

さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
吠
況
り
も
と
で
、
グ

l
テ
ホ
フ
ヌ

γ
グ
製
鉄
所
は
一
八
五
三
年

κオ
l
ベ
ル
ハ
ウ
ゼ

y
に
コ

l

ク
三
百
炉
の
建
設
に
若
-
干
し
て
、

一
八
丘
五
年
に
操
業
を
開
始
一
し
、

一
八
六
三
年
ま
で
に
コ
ー
ク
ス
+μ

町
小
六
を
擁
し
て
、
そ
山
銑
鉄
生

O 産
トは
〉ノ ノミ

は ツ
クト ド
部ノレ

へ工
版場
売や
さ鋳
れ造
-c ~町
いの

~10) 目
u 一寸

'--' 
7肖
費
を
遁
フh
i亡
t 
廻
p 

一
八
六
三
年
の
銑
鉄
生
産
四
二
、

0
0
0ト
γ
の
う
ち
一
目
、
。
。

と
こ
ろ
で
、
グ
l
一
ア
ホ
フ
ヌ
ン
ク
製
鉄
所
の
石
炭
消
費
は
、

一
八
四
四
年

ω
二
六
、

0
0
0
l
y
か
b
一
八
五
二
年

ω
四
二
、
。
一
一
一

四
ト

γ
へ
増
大
し
て
い
た
が
、
す
べ
て
購
入
さ
れ
て

b
p、
そ
の
持
分
所
有
者
た
る
フ
イ
ツ
セ
ソ
や
ハ
ニ
エ
ル
の
組
族
も
参
加
し
て
一

八
五
一
年
に
設
立
さ
れ
た
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
炭
坑
干
ハ
ニ
ユ
ル
の
所
有
し
て
い
た
ツ
ォ
ル
フ
ヱ
ラ
イ
ソ
炭
坑
に
よ
り
一
八
五

0
年
代
半

ば
頃
に
は
大
部
分
が
供
給
さ
れ
て
い
た

コ
ー
ク
ス
高
炉
建
設
を
契
機
と
し
て
一
八
五
四
五
五
年
に
オ

I
ヘ
ル
ハ
ウ
ゼ

Y
炭
坑
の
竪

坑
掘
下
げ
が
開
始
吉
れ
、
一
八
五
八
年
以
米
規
則
的
に
操
業
さ
れ
る
に
い
た
り
、
ォ

I
ベ
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
と
ス
テ
ル
ク
ラ
1
デ
の
周
辺
陀

ヒ
ュ
ッ
テ
ソ

y
ェ

~
y

臼

製
鉄
所
炭
坑
白
形
成
が
進
展
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。



こ
う
し
℃
寸
混
合
企
業
』
と
し
亡
の
姿
容
を
整
え
た
グ
l
テ
ホ
フ
ヌ
ン
ク
製
鉄
川
に
は
一
八
六
凶
年
正
、
例
オ
l
ベ
ル
ハ
ワ
ゼ
ソ
の

製
鉄
所
に
六
五

O
人
、
炭
坑
に
九
四

O
人
、
圧
延
工
場
花
、
一
、
二
二
五
人
、
例
ス
テ
ル
ク
ラ
l
デ
の
旧
グ
1
テ
ホ
フ
ヌ
Y

ク
製
鉄

戸
ム
ず
ー
す
品
ル
グ

所
、
ァ
ン
ト
ニ

I
製
鉄
所
、
新
エ
ツ
セ

γ
鍛
鉄
所
、
ル
ー
ル
オ
ル
ト
の
造
船
所
、
そ
の
他
の
鉄
鉱
石
採
制
、
炭
鉄
鉱
採
制
等
に
少
く
と

も
二
、

0
0
0人
、
合
計
四
、
五

O
O人
な
い
し
五
、

0
0
0人
の
就
業
労
働
者
数
を
算
す
る
に
い
た
っ
た
。

し
か
も
、
継
起
的
諮
生
産
行
程
を
縦
断
的
に
結
合
す
る
寸
混
合
企
業
』

D
形
成
の
た
め
に
重
要
な
劃
期
を
な
す
一
八
五

0
年
代
半
ば

以
後
の
発
展
に
お
い
て
、
資
木
調
達
が
当
時
の
ラ
イ
ン
・
ヴ
ヱ
ス
ト
プ
ァ

1
レ
ン
の
製
鉄
所
平
炭
坑
心
大
企
業
設
立
に
通
例
で
あ
っ
た

主
う
友
銀
行
資
本
の
介
入
(
「
特
殊
ド
イ
ァ
的
銀
行
型
』
の
機
能
)
を
ま
た
な
い
で
行
わ
れ
た
点
は
、
十
分
に
注
目
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

コ

グ

λ

高
炉
心
建
設
、
鉄
鉱
石
採
銅
の
拡
充
、
竪
坑
掘
下
げ
、
加
工
部
門

ω
噌
設
等
心
設
備
投
資
の
必
要
か
ら
、

は一

O
O万
タ
l
ラ
l
へ
引
上
げ
b
れ
、
ま
ず
持
分
所
有
者
た
る
親
族
心
追
加
山
資
に
よ
り
資
本
調
達
が
友
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
八
五
五
年
に
資
本
金

し
泊、

一
八
五
五
年
以
後
各
持
分
に
四
分
の
利
子
の
み
が
支
払
わ
れ
、
さ
ら
に
と
の
利
子
も
社
内

留
保
さ
れ
る
ば
あ
い
に
は
、
モ
の
他
の
追
加
出
資
と
と
も
に
五
分
の
利
f
が
支
払
わ
れ
て
、
社
内
簡
保
の
促
進
が
企
図
さ
れ
て
ゐ
り
、

一
八
六
七
七
二
年
の
間
(
新
し
い
設
備
投
資
)
に
は
こ
臼
利
子
白
支
払
い
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
石
炭
聞
や
石
炭
鉱
業

も
、
従
米
の
高
率
心
配
当
は
制
限
さ
れ
て
、

に
蓄
積
基
株
主
も
つ
ハ
一
一
エ
ル
を
は
じ
め
親
族
の
追
加
出
資
に
補
充
さ
れ
つ
つ
、

一
八
丘
五
年
以
米
実
施
さ
れ
た
配
当
制
限
政
策
に
よ

る
社
内
閣
保
が
自
己
入
信
融
的
基
調
を
強
化
し
た

ω
で
あ
る
。

ω
J
q
m】
同

4

出

0
5
2
-
4
ミ
一
目
的
自

l
g
-
ロ
司

Nμ
ロ
wo--

。V
2
T
m
包

糾

問

《

国

2
口。
ω
喝さ
η
号

、

回

目

白

fω
旧

川
刊
日
ロ

1
2
F
Uの
町
一
口
ζ

司ミ
N
R言
、
句
、
。
目
立
志
骨
柄

P
2
S
R
p
w
s
~山

h
E
E
守
応
酬
吾
司
号
室
ョ
雪
之
吾
、
与
2
d忌
E
R
N
E
同。

ZEisshN

同

a皇
室
札
E
E
G
〈
』

V
E
E的
昆
一
YH)'NOK宮
げ
戸
内
汁
富
岡
〈
『
ω
出
。
同
叫
J

出
昇
け

σ汁
C
ロ
ハ
戸
山
巴
Eσ
ロ
当
omo口
岡
田

HUHσ
ロ
E
R
Eロ∞伴内
wmwt一
出
品
。
寸
』

ラ
イ
ン

E

ヴ
ェ
ス
ト
ア
ァ
I

レ
ン
製
鉄
業
に
お
け
る

「
担
令
作
業
ι

の
創
出
制

第
九
卜
一
一
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ラ
イ
ン
・
ず
ェ
メ
ト
フ
ァ

1
レ
γ
製
鉄
業
に
お
吋
る

「
混
合
企
業
』
の
創
出
伺

同
申
邑
』
回
出
回
∞
』
日
寸
い
!
日
寸
旧

ω
叶
口
江
戸
可
門
戸
い
H
E
P
H
H
F
同
E
H
R
N守
bs-丘
町
立
骨
三
宮
君
、
同
cb与
R
吉」♂
S
O
G
N
S
R
r旬、早川
w
E
E
H巳
巴
R
P
N
O
H
Zわ
U
E
R
官
同
仏
E

r
己
R
V
O

何

5
0ロ
E
日付けぬロ示。
ω
o
p
H日
]mvyH四
E
M
m
F
5
C
E
C
C
O
H
]目白山古川
ψ

巴
口
も
と
よ
り
、
ラ
イ
ン
グ
ェ

λ

l
フ
ァ

l
レ
ン
で
も
製
銑
工
程
に
コ
ー
ク

ス
を
刺
加
す
る
企
岡
は
幾
度
も
繰
返
え
さ
れ
亡
い
る
。
旧
グ
l
ナ
ホ
フ
ヌ
ン
ク
製
館
所
に
お
け
る
一
じ
九
の
年
町
一
コ
ー
ク
ス
利
肘
の
試
み
は
不
成
功

に
持
っ
て
い
る
が
、
グ
ェ
ス
ト
ア
ァ
1
ν
ン
の
グ
ヲ

i
グ
ェ
ン
ホ
ル
ス
ト
の
フ
リ
ド
リ
マ
ヒ
グ
ィ
ル
ヘ
ル
人
鉄
工
所
吋
ロ
邑
ロ
n
F
I
J
M
2
F
Z
E
i

巴

mOロ
E
1
0
で
は
一
八
心
ハ
年

ι
コ
ー
ク
ス
両
炉
心
操
業
が
成
功
を
収
め
亡
、
数
年
叩
経
営
さ
れ
て
い
恥
た
ん
と
い
う

(QH
円附
ωWロ凹唱。同。♀仲げ。
P、門
ρ庁唱叫唱守射
2肘忌叫
T、

印
H
由
勾
寸
)
可
。
グ

1
一
テ
ア
ホ
フ
ヌ

γ
グ
制
捜
誕
鉄
耐
刷
川
も
、

A

八一

τ一
O
年
代
か
ら
口
年
代
に
か
け
て

=
1
ク
ス
利

mの
試
み
を
紋
返
》
え
え
し
た
。
し
か
し
、
阿

O

年
代
は
じ
め
に
十
木
爪
炭
一
削
但
一
炉
炉
に
一
三
一
↑
此
%
川
の
ヨ

l
タ
ス
混
λ骨
何
に
成
功
を
収
め
て
い
た
に
寸
ぎ
な
い
(
亘
司

A

弓f戸司J寸刊
H円ロVじ{-

ω
さ
L
あ

t
つ
て
、
制
稿
「
ル
l
札
ル
刊
炭
払
労
働
力
的
一
存
在
形
態
」
経
済
論
叢
第
八
三
巻
第
三
坊
を
参
照
せ
よ
。

川
円

HVd仏
当
国
OH叶
HH戸

J
J
q
E
H
す
E
E
-
b
2
同
町
品
J
L司
止
と

S
H
A
R丸
町
m
g
n
$
2
C
2
2
九
百
出
荷
足
芸
ぷ
官
i切
E
ミ
r

h
芸
与
2
h
z
a邑
a
言
nbGS

オ
}
《
J
仰

d
A
P
ア
ム
ト
ベ
ツ
イ
山
タ

己
主
句
弘
之
宮
Rhp
回
目
。
}ω
印

NN日
I
N告
な
お
、
ゲ
ェ
ス
ト
フ
ァ
l
レ
ン
上
級
鉱
山
監
有
同
医
域
内
に
は
当
時
の
問
。
戸
司
口
。
且
目
ロ
ロ
《
Y

一
回
同
日
日
間
m

v
E
m
o
p
国
CH巴
p
o
o
m己
の

U
J
3
2⑦
P
4
2
2
Hの
F
J
H
H
t
o
p
u乙
L
V
E
ω
o
p
目。
nvd日
同
日
仏
O
E
Z
H
F
m
o
E
σ
σ
5
0
F
〉
戸
件
。
ロ
白
。
止
が
青

ま
れ
て
い
る
。

何

回

の

国

主

旨

E

P

4

2
町、

ω
H
C
U

的

巴

町

戸

田

印

ロ

1
H品
川

判

長

丸

、

ω
日

白

川

W

匙
&
・
印
ω
日品

t時

的

コ

γ
π

ル
デ
ィ
ア
炭
坑
の
取
締
性
会
長
に
は
ゲ
ル
ハ
ル
ト
ハ
ニ
エ
ル
の
長
男
カ
ー
ル
・
ハ
ニ
エ
ル
ロ
Z
戸
国
mwH出
合
】
が
就
任
L
、
フ
ヲ

γ
ッ
・

ハ
ニ
エ
ル
も
株
ー
と
し
て
参
与

L
た

Q
d
H
包
~HCHUK出
町

2
5主
五
回
、
高
官
、
y
H旧
日
む
印
印
忌
J
H寸
)

3

フ
ラ
ン
ツ
ハ
ニ
ム
ル
は
、
石
炭
刊

か
ら
山
花
し
、
石
炭
鉱
業
へ
進
出
し
て
不
山
駅
前
の
革
磁
を
補
強
す
る
と
同
時
に
、
グ

1
テ
ホ
フ
ヌ
ン
タ
製
鉄
所
の
石
限
基
棋
を
創
山
し
よ
う
と
し
士
。

ヒ
ー
ツ
テ
シ
ツ
2

へ
ν

一
八
一
一
心
年
明
か
れ
は
製
鉄
所
炭
坑
の
実
現
乞
栴
想
し
た
と
い
う
が
、
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
一
八
令
一
七
年
に
ル
ー
ル
の
ポ
ル
ベ
サ
ク
の
ク
ロ
ー
ン
プ
リ

ン
ッ
民
坑
で
京
気
力
排
水
に
よ
り
一

0
0メ
ー
ト
ル
以
上
白
泥
阪
岩
用
を
計
通
し
て
廃
坑
に
よ
る
採
炭
に
は
じ
め
て
成
功
常
収
め
、
先
駆
者
的
業
桜

L
l
デ
ヲ
イ

を
諮
り
え
た
。
こ
う
し
て
、
石
炭
閥
、
回
漕
栄
、
石
炭
鉱
業
に
有
力
な
者
約
某
継
を
も
ち
、
ミ
ュ
l
ル
ハ
イ
L

の
シ
み
テ
ィ

γ
ネ
ス
家
と
並
び
称
せ

ら
れ
た
ル

l
ル
オ
ル
ト
の
ハ
ニ
エ
ル
家
が
グ
I
テ
ホ
フ
ヌ
ン
グ
製
鉄
所
の
十
一
要
な
川
賢
明
で
あ
る
と

k
は
、
こ
の
資
本
調
注
機
構
を
把
握
す
る
ば
あ

い

ι右
辺

L
Jノ
な
い
灯
で
あ
る
戸
〈
冊
目
恒
明
わ
}
石
口
。
。
F
c
h
o
s
T
∞
印
日
ω
I
M
F
H
n
m
m
E
H
f
E
-
C町

E
T
H
d
u
p
口

町

NEHFnE一
。
、
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mw町
一
印
国
印
〕
。

ω
口

同

月

山

印

臼

∞

l
u寸

ω
N伊
豆

、

山

田

由

M
W

前
掲
捌
昔
、
一
二
ペ
ー
ジ
以
下
、
同
m
E
c
r
E
H
E
P
U
E
h
G
N
P
骨
、
寄
託
E
吾
誌
な
Z
E
h
b
m
N
E
E
a
b
E
E
吾
s
h
z
=
s
旨

邑

官
ω
包
M
R

一
『

PYHσd《リ
r
E
H
当
よ

H
t
n
F
t
z
m
w
ω
o
E己
件
。

H由
白
戸
叶

o口
口
、
同
国
品
目
、
目
白
色
寸

J
一
日
を
参
照
せ
よ
ω

M
W

町
民
戸
印
回
一

m
m
l
m寸
E

且

一

ブ

イ

γ

・

ウ

ェ

九

ト

フ

ァ

l

v

γ

製

鉄

業

に

沿

け

る

製

銑

ー

ム

寂

に

お

け

る

木

炭

〔
高
炉
か
ら
コ
ー
ク
ス
一
両
炉
へ
の
移
行
は
一
八
六

0
年
代
に
完
了
し

τお
り
、
ベ

y

セ
マ
転
炉
製
鋼
法
も
一
八
六
一
一
年
に
グ
ル
ッ
プ
へ
、

一
八
六
三
年
に
は
へ
と
7

へ
、
一
八
七
二
年
に
は
グ
1
一
プ
ホ
プ
ヌ
ン
ク
製
鉄
所
へ
、
一
八
七
三
年
に
は
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
へ
等
、
導
入
さ

展
望
1
l
i寸
大
不
況
期
』
の
発
展
傾
向
1
l

れ
つ
つ
あ
ヮ
た
。
し
か
し
、
ベ
ッ
セ
マ

I
転
炉
製
鋼
法
に
は
合
燐
分
の
僅
少
な
鉄
鉱
石
が
必
要
と
さ
れ
、
ス
ベ
イ
ソ
ギ
ア
フ
リ
カ
の
鉄

鉱
石
の
購
入
た
い
し
イ
ギ
リ
ス
の
銑
鉄
の
輸
入
に
依
存
し
た
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ベ
ッ
セ

7
1
鋼
鉄
の
生
産
費
は
第
一
級
の
錬
鉄
の
生
産

費
を
上
廻
っ
た
た
め
、
下
イ
ツ
で
は
ベ
ッ
セ
マ
転
炉
製
鋼
法
は
さ
し
た
る
意
義
を
も
ち
え
た
か
っ
た
u

一
八
六
八
|
包
二
年
に
設
立

さ
れ
た
グ

1
テ
ホ
フ
ヌ

γ
ク
製
鉄
所
の
新
オ
l
ベ
ル
戸
ウ
ゼ

γ
圧
延
工
場
に
、
ベ
ッ
セ
守

1
転
炉
が
設
備
さ
れ
る
と
同
時
に
バ
ッ
ド
ル

炉
三
四
も
増
設
さ
れ
て
い
る
点
位
、
パ
ッ
ド
ル
法
白
存
在
意
義
が
た
治
承
認
さ
れ
て
い
士
こ
と
を
示
唆
す
る

Q

己
れ
に
反
し
、

/¥ 
七

八
年
に
ト
1
7
ス

4
2
t
H
m
H
ι
5
V
4
P
T
H
2且

H
V
。日
E

と
ギ
ル
ク
リ
ス

t
H
U
O
H
n可

n
m
w
H
q
-
O
C
H
-
n
F口
丘
に
よ
り
発
明
さ
れ
た

転
炉
製
鋼
法
は
、
銑
鉄
の
A
V
U

燐
分
の
除
去
を
可
能
に
し
、
ロ
ー
ト
リ
ソ
ゲ
ソ
・
ル
ク
ゼ

γ
ブ
ル
ク
白
令
燐
分
の
多
い
ミ
ネ
ッ
ト
鉱
の
利

用
士
有
利
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
り
、
ト

l
マ
ス
転
炉
製
鋼
法
は
、
一
八
七
九
年
に
ヘ
ル
デ
と
ラ
イ
ソ
製
鋼

同日
MOHDGn目
。

印
件

P
F「

4
4
2
日仰のに、

一
八
八
二
年
に
グ
l
テ
ホ
フ
ヌ
ン
ク
製
鉄
所
等
に
い
ち
は
平
く
導
入
さ
れ
、

v
y
で
九
製
鉄
所
で
す
で
に
二
三
の
ト
1
マ
ス
転
炉
が
操
業
さ
れ
て
い
か
。
モ
れ
は
ま
さ
し
〈
l
イ
ツ
鉄
剣
業
の
「
大
不
況
』
期
を
切

ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
レ
ン
製
紙
業
に
お
け
る

=
~
制
仙
台
北
詑
』
の
創
出
伺

一
八
八
三
年
に
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ー
プ
ァ

l

第
九
十
三
巻

第



ラ
イ
ン
・
ゲ
五
ス
ト
フ
ァ
l

レ

ン

製

鉄

業

に

お

け

る

第

一

号

一

つ

一

つ
出
合
企
菜
い
の
創
山
科

抜
け
る
い
問
粁
と
し
て
急
越
に
普
及
し
、
一
江
代
的
製
鋼
法
に
基
づ
く
大
量
生
産
方
法
の
縦
立
に
と
も
な
い
一
八
八

0
年
代
末
か

b
九

0
年

代
は
じ
め
に
か
け
て
ハ
ッ
ド
ル
法
山
決
定
的
駆
逐
が
招
来
さ
れ
た
。

第
九
十
三
巻

一
八
七

0
年
代
に
ベ
ッ
セ
マ

l
転
炉
製
剣
法
主
慣
粁
と
し
て
溶
鋼
、

己
と
に
レ
ー
ル
の
輸
出
を
強
化
し
た
イ
ギ
リ
ス
鉄
鋼
業
の
競
争
に
よ
り
、
錬
鉄
は
レ
ー
ル
生
産
白
分
野
か
ら
駆
逐
さ
れ
た
が
、
な
お
。
ハ

ッ
ド
ル
法
が
精
鋭
工
程
に
h
d

い
て
支
配
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
八

0
年
代
半
ば
か
ら
錬
鉄
は
、
ま
ず
針
金
生
産

ω分
野
か

b
、

づ
い
で
鉄
板
、
体
鉄
、
型
鉄
生
産
の
分
野
か
一
り
も
溶
銅
に
よ
っ
て
駆
逐
さ
れ
、
錬
鉄
生
庄
の
絶
対
量
日
増
大
に
も
拘

b
T、
そ
の
相
対

的
説
義
は
著
し
く
低
下
し
た
。
さ
b
に
一
八
九

0
年
代
は
じ
め
に
は
錬
鉄
は
耐
用
鉄
板
、
舶
用
汽
縦
、
宇
輪
、
軸
等
の
分
野
か
ら
も
溶

鋼
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
、
錬
鉄
生
産
の
絶
対
量
の
減
少
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

と
己
ろ
で
、
パ
ッ
ド
ル
訟
の
こ
白
ょ
う
友
衰
退
過
程
で
、
パ
ァ
ド
ル
日
圧
延
工
場
を
腕
し
た
製
鉄
企
業
群
む
う
ち
で
、
一
方
、
近
代

的
製
鋼
法
と
く
に
ト
I
マ
丸
暗
炉
製
鋼
法
を
弐
術
的
基
礎
と
し
て
、
製
銑
un
製
鋼
日
圧
延
工
加
を
一
貫
す
る
結
合
経
営
企
主
軸
に
、
採

炭
・
採
鉱
あ
る
い
は
第
一
次
加
工
・
第
二
次
加
工
心
継
起
的
諸
生
産
工
討
を
縦
断
す
る
『
混
合
企
業
』
群
と
、
他
方
、
錬
鉄
生
産
か
ら

浴
鋼
生
産
へ
の
転
換
を
な
し
え
な
い
で
、
バ
ッ
ド
ル
炉
の
操
業
を
中
止
し
て
、
単
純
圧
延
企
菜
へ
転
生
す
る
こ
と
を
迫
b
れ
た
『
単
純

企
業
』
群
と
の
階
間
分
化
が
前
而
に
お
し
だ
さ
れ
て
き
た
。
も
と
よ
り
、
こ
う
し
て
発
生
し
た
『
単
純
企
業
一
群
り
え
な
か
に
は
、
近
代

的
製
鋼
法
白
導
入
に
成
功
し
て
『
混
合
企
業
』
へ
上
昇
し
え
た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
大
部
分
は
一
-
混
合
企
業
』
に
対
す
る
生
産
技
術
上

ω劣
位
の
た
め
に
、
さ
ら
に
、

一
八
九

0
年
代
以
降
あ
い
つ
い
で
形
成
さ
れ
た
石
氏
、
銑
鉄
、
半
製
品
争
心
持
分
野
に
お
け
る

γ
y
ジ

業
』
群
の
破
滅
的
競
争
の
も
と
に
さ
ら
さ
れ
、

ケ

1
1
r
心
価
格
政
策
に
よ
り
、
原
料
価
格
吊
上
げ
と
製
品
価
柿
引
十
げ
と
の
挟
繋
世
う
け
て
、

γ
γ
ジ
ケ

l
ト
を
支
配
す
る
『
混
合
企

激
烈
た
資
本
の
集
中
過
程
の
さ
な
か
に
治
か
れ
た
の
で
あ
る
。

『
混
合
企
業
』
群
と

『
単
純
企
業
』
群
と
の
競
争
の
過
程
で
、

一
九

O
一υ年
の
恐
慌
と
そ
れ
に
続
く
不
況
の
な
か
か
ら
一
九

O
四
年
に
形
成
さ
れ
た
製
鋼
連



合
団

H
P
F
z
z
r
2
0
H
r
E品
は
、

一
連
白
『
混
合
企
業
』
群
の
独
占
的
支
配
の
確
立
を
示
す
指
標
で
あ
る
。

こ
う
し
た
一
八
七
三
年
の
一
恐
慌
に
は
じ
ま
る
『
大
不
況
』
期
を
経
て
二

O
世
紀
初
頭
に
い
た
る
過
程
の
グ
l
テ
ホ
フ
ヌ
ン
グ
製
鉄
所

の
発
展
傾
向
を
概
括
す
る
第
6
主
刊
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
》
一
こ
で
注
同
さ
れ
る
点
は
つ
ぎ
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
は
、

恐
慌
と
そ
れ
に
続
〈
不
況
過
程
で
、
就
業
者
数
合
計
は
減
少
し
、

一
八
七
三
年
の

一
八
八

0
年
代
末
か

b
九
0
年
代
は
じ
め
に
か
け
て
漸
く
、
恐
慌
前

の
就
業
者
数
合
計
を
凌
駕
す
る
点
で

〉献
一F

一

新
一
台

営各

「

|

〔

一

人

敬

一

員

、

坑

夫

数

一

品

一

日

臼

u
m
m山
叫

目

白

山

H
m
灯

時

貯

間

以

刊

日

目

白

田

孝

一

一

7

9

7

6

7

4

3

1

2

2

5

4

3

3

3

3

3

3

3

時
一
鉄
鉱
一
わ
部
門
町
職
…
-

富
一の

寸
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
J刈
l
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i

所

瓦

夫

数

一

川

町

田

辺

花

百

江

弘

m

6

4

9

7

m

制

制

問

問

問

問

一

一

対

ヲ

重

一

9

3

5

4

7

9

0

2

日

田

沼

田

町

位

H

H

U

同

町

∞

一

(

一

4

4

5

6

9

0

!

吋
王
灰
坑
部
門
の
職
員
、
一

4

4

i

{

t

I

U

U

ン
下
|
|
I
l
l
i
-
-
T叶
|
|
{
|
|
I
l
l
i
-
-
i
f
-
-
I
l
l
i
-
-
l
i
l
-
-

ヌ一唱し
b
噌
攻

V

4
目

白

町

出

羽

臼

印

加

問

臼

訂

同

日

制

け

日

竺

て
土
び
管
理
部
門
の
一
問
問

4

8

0

2

0

2

8

2

1

6

品

川

出

町

臼

幻

お

肝

一

ホ
コ
抽
出
作
明
利
一
期
一
5，
4
，
孔
止
に
J

，
E
，
5
，
E
り
え
に
町
民
叱

1
8，
7
，
8，
t
刊

1

J

幅
川
、
巴
加
且
、
機
一

グ

一

九

月

刊

川

河

回

目

出

回

釘

的

回

目

白

羽

目

別

印

刷

目

前

日

山

田

一

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

一

的

問

問

問

蜘

阻

拙

蹴

蹴

蜘

印

刷

問

問

蜘

抑

制

蜘

附

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

一

計

8，455人

6，498 

5，775 

5，908 

7，543 

7，702 
7，420 

7，691 

8，726 
9，294 

10，017 

11，166 

12，520 

13，225 

13，733 
15，433 

19，338 

21，594 

22，274 

第 6表

首

年

度

業

ラ
イ
ン
・
グ
ェ
ス
}
プ
ァ
l
レ
ン
製
鉄
業
に
お
け
る

『
混
合
企
業
』
の
創
出
付

第
九
十
三
巻

あ
り
、
そ
の
ば
あ
い
も
と
よ
り
、
新

生
産
技
術
の
導
入
に
よ
る
資
本
の
有

機
的
栴
成
の
高
度
化
の
進
展
が
内
包

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
さ
る
べ
者

で
あ
る
。
第
二
は
、
採
炭
部
門
の
就

業
者
数
は
『
犬
不
況
』
期
に
も
不
断

に
増
大
し
、

一
九
の
一
四

O
五
営
業

年
度
末
に
は
鉄
鋼
部
門
の
就
業
者
数

石、る、さを
炭 、鉄、しも

く凌
原軍 朝

露雲近 t
用材岱て
お日正ξ い
よ労業る
び働の点
製手茶、モ
鉄 段木、ぁz寄目、三
割""燃と、 fこ、吉

第
一
号



料

瓦
斯
お『ヲ

上混イ
び合ン
化企
学業ヴ
的』ェ
高川 町 λ

産創ト
t防出フ

燥存)ア
ヨ長 l 
素レ
素ン
材1) 製
)鉄

と業
のに
μ一 三てま

せζ け

苦る

大
支
柱
と
し
て

第
九
十
三
巻

同

第
一
号

凹

機
械
製
作
に
加
た
る
ま
で
白
原
料
加
工
の
継
起
的
諸
生

産
工
程
を
縦
断
的
に
結
合
す
る
点
に
沿
い
て
、
グ
1
テ
ホ
フ
ヌ

Y
ク
製
鉄
所
が
典
型
的
『
混
合
企
業
』
と
み
な
さ
れ
る
所
以
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
己
の
聞
の
グ
1
テ
ホ
フ
ヌ
ン
グ
製
鉄
所
の
資
本
調
達
は
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
モ
の
創
立
者
ヤ
コ

ピ
!
、
ハ
ヱ
エ
ル
兄
弟
、
フ
イ
ッ
セ
γ
の
四
人
の
持
分
に
対
し
、
持
分
が
譲
渡
さ
れ
る
ば
あ
い
に
は
持
分
所
有
者
白
家
族
な
い
し
親
族

に
先
買
権
が
賦
与
さ
れ
て
、
親
族
的
所
有
関
係
の
維
持
が
意
図
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
相
続
や
親
族
聞
の
持
分
の
譲
波
に
よ
り
、

八
七
二
年
に
は
合
計
四
七
人
D
持
分
は
四
八
分
の
五
か

b
一、

五

分
の
五
o 
問
に
大
き
く
分

親、化
族、し
的、て
所、ぃ
有、た
関、。
係、か
はく
維し
持て
さ
れ 同
τ 年
い に

資
本
金
一
、

0
0
0万
タ

l
ラ

l

T

三、

0
0
0万
マ
ル
ク
)
の
株
式
会
社
へ
改
組
さ
れ
た
が
、

τ、
株
式
の
取
引
所
へ
の
上
場
す

b
提
案
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
さ
て
、

一
八
七
三
年
の
恐
慌
は
、
グ
l
テ
ホ
フ
ヌ

Y
ク
製
鉄

所
に
対
し
て
も
、
そ
の
特
殊
事
情
と
あ
い
ま
っ
て
痛
打
を
あ
た
え
た
。

ω
新
オ

l
ベ
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
製
鋼
日
圧
延
工
場
完
成
の
時
点
に

採
炭
お
よ
び
鉄
道
施
設
の
強
化
の
た
め
に
一
八
七
三

i
七
五
年
に
五
分
利
付
社
債
一
、
二

O
O万
マ
ル

ク
白
う
ち
一
、

0
0
0万
マ
ル
グ
が
発
行
さ
れ
、
殆
ん
ど
専
b
親
族
的
株
王
サ
ー
ク
ル
に
よ
り
消
化
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
建
設
さ
れ

恐
慌
が
勃
発
し
た
と
と
。
川
凶

た
設
備
は
さ
し
あ
た
ヮ

τ製
鉄
所
の
負
担
を
増
大
さ
せ
る
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
。
同
明

当
時
、

『
混
合
企
業
』
の
鉄
鉱
石
、
石
炭
、
銑

鉄
等
の
生
産
費
は
、

錬
鉄
が
溶
鋼
に
よ
り
駆
逐
さ
れ
る
に
と
も
な
い
、

あ
い
つ
い
で
増
設
さ
れ
た
パ
グ
ド
ル
炉
(
一
八
七
二
年

r合
計
九
四
〉
設
備
が
著
し
い
道
徳
的
謄
損
を
う
け
た
己
と
。

『
単
純
企
業
』
の
購
入
し
た
市
場
価
格
を
上
廻
っ
た
こ
と
。
川
明

さ

b
に、

(5) 

株

式
会
社
へ
の
改
組
に
さ
い
し
て
資
本
余
が
渦
大
に
決
定
さ
れ
た
誤
謬
、
等
が
絡
み
合
っ
て
、
グ
l
テ
ホ
フ
ヌ
γ
グ
製
鉄
所
の
金
融
的
再

編
成
は
不
可
避
と
な
っ
た
ロ

一
八
七
五
年
以
後
は
欠
損
が
生
じ
、

一
八
七
七
七
八
年
に
は
約
四
六
五
万
マ
ル
ク
の
欠
損
と
約
三
、

O

0
0万
マ
ル
グ
の
銀
行
負
債
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
処
し
て
、
グ
l
テ
ホ
フ
ヌ
Y

ク
製
鉄
所
は
、
ま
ず
第
一
に
、
株
式
資



同
時
に
、
第
二
に
、

本
金
を
三
、

0
0
0万
マ
ル
ク
か
ら
六

O
O万
マ
ル
ク
へ
切
下
げ
、
資
産
再
一
評
価
に
よ
り
約
四
六
五
万
マ
ル
ク
の
欠
損
を
填
補
す
る
と

一
、
二

O
O万
マ
ル
ク
の
社
債
を
五
分
配
当
付
優
先
株
(
証
券
一
記
号
B
)

へ
、
六

O
O万
マ
ル
グ
の
株
式
資
本
金
を

四
分
配
当
付
普
通
株
(
証
券
一
記
号
A
)

へ
転
化
し
、
剰
余
金
主
生
じ
る
ば
あ
い
に
優
先
株
の
一

決
定
し
た
。
と
白
金
融
的
再
編
成
を
経
て
、

一
O
%
の
相
場
で
の
償
還
を
行
う
こ
と
を

一
八
八
九
年
ま
で
に
銀
行
負
債
の
返
済
は
完
了
し
、
モ
白
後
、
規
定
心
配
当
と
減
価
償
却

が
行
わ
れ
た
う
え
に
著
し
い
剰
余
金
が
生
じ
、
こ
れ
は
減
価
償
却
の
強
化
キ
設
備
投
資
に
充
当
さ
れ
た
。

一
八
九
七
一
九

O
一
年
比
は
、
優
先
株
の
一
一

C
%の
相
場
で
の
回
収
も
完
了
し
、
同
時
に
、
優
先
株
と
同
数
の
官
通
株
が
一
一

O
%
の
相
場
で
発
行
さ
れ
て
、
株
式
資
本
金
は
従
米
の
一
、
八

O
O万
マ
ル
ク
と
し
て
維
持
さ
れ
た
。
し
か
し
、
新
竪
坑
設
備
、
ラ
イ
ン

河
港
ヴ
ァ
ル
ズ
l

ム
港
湾
設
備
、
製
鉄
所
増
設
等
の
設
備
投
資
の
た
め
に
、

ω
一
九
O
四
年
の
株
式
資
本
金
大

O
O万
マ
ル
ク
引
上

げ
と
一
、

0
0
0万
マ
ル
ク
の
社
債
の
株
主
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
引
受
け
、
川
刷

一
九

O
七
年
の
一
、
六

O
O万
マ
ル
ク
の
社
債
の
発
行
、

ω
一
九

O
九
年
に
株
式
資
木
金
の
三
、

0
0
0万
マ
ル
グ
へ
の
引
上
げ
等
、
あ
い
つ
い
で
株
式
治
主
び
社
債
の
発
行
が
行
わ
れ
て
い

る
。
モ
の
ば
あ
い
、
全
〈
ネ
グ
リ
ジ
プ
ル
た
例
外
を
除
い
て
、
株
式
は
創
立
者
四
人
の
家
系
の
親
族
の
手
中
に
あ
り
、
グ
l
テ
ホ
フ
ヌ

ン
ク
製
鉄
所
の
資
木

ω
所
有
関
係
に
は
親
族
的
封
鎖
的
性
格
が
摂
強
く
維
持
さ
れ
て
い
た
。
グ
I
テ
ホ
フ
ヌ
ン
ク

ω
製
鉄
所
は
、
デ
ゐ

イ
ス
プ
ル
グ
・
ル
ー
ル
オ
ル
ト
銀
行
を
媒
介
と
し
て
ド
イ
ツ
銀
行
と
の
結
合
を
ふ
か
め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

ハ
ニ
エ
ル
家
を
は
じ
め

と
す
る
親
族
的
た
資
本
調
達
機
構
の
も
と
に
自
己
金
融
的
性
格
を
保
持
し
て
お
り
、
モ
己
に
独
占
段
階
に
治
け
る
ド
イ
ツ
の
工
業
と
銀

行
と
の
典
塑
耐
結
合
形
態
は
析
出
さ
れ
え
た
い
。

)
 -

(
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5
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司
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F
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Z
2
5
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N
M
E
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s
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府
民
同
0
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h
F
5
M
h
h
a
号
式
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量
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宮
ミ
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町
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h
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REalN恥匂町、おロ
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ラ
イ
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ラ
イ
ン
グ
ェ
ス
ト
フ
ァ
1
レ
ン
製
鉄
業
に
お
け
る

『
混
合
企
菜
』
白
剤
出
伺

円
宮
市
内
向
a
n
F
苦
言
。
h
ア
出
品
H
-
E
O
A
一
印
戸
戸
ロ
一
同
E

ぐ
一
回
2
2
2
-
。
v
-
m
a
也
印
・
8

ω
同
ぐ
回
日
H
H
O
P
。
首
長
唱
印
凶
日
明
!
g

川

刊

〈

m
戸
同
ロ
且
耳
目
骨
口
出
Z
F
同
E
H主
主
Hha
号
ミ
忌
S
S
N
h
h
宮
、
足
。
S
N
&
8
U
H
S
ぬ
ま
マ
見
出
回
L
h
u
h
F
5
5
-
m
叩
H
H
也
、
t
H
M
M

ω
ぐ
岡
山
巧
円
2
F
-
4
ミ
、
田
町
8
1
3
M
W
日
同
月
m
g
J
p
r
-
凶
ロ
円

仰
山
阿
盛
太
郎
『
日
本
資
本
主
義
分
析
』
岩
波
書
広
刊
、
一
九
三
四
年
、
一
一

C
、
一
一
八
ペ
ー
ジ
。

仰
ぐ
も
回
目
白
4
E
E
M
P
4
2
-
凹
印
回
目
口
i
U
2

仰
の
同
月
印
間
同

ω
色
村
子
山
田
町
叶
!
日
∞

ω
ま
礼
』
ω
間
同

同

]
p
w
oげ
回
目
白
2
、
口
言
骨
量
旬
。
r
s
日
E
a
r
s
b
G
S
童
五
匙
喜
同
。
号
室
町
、
邑
古
S
引
き
同
三
担
選
三
E
M
Q
S
h
遣
な
礼
ミ
同
三
塁
。
司
君
。
h
h
同
町
、

町
民
何
ぬ
選
言
刷
、
な
h
P
R
N
H臥

H
a
b
E
a
k
E
E
S
S
F
H由
】

p
m
m
(〕

N

M
W
前
娼
拙
著
、
一

O
二
ペ
ー
ジ
、
前
掲
拙
稿
「
産
業
資
本
と
銀
行
資
本
」
、
七
凹
!
七
五
ペ
ー
ジ
を
参
照
せ
よ
。
な
お
、
ヴ
ィ

I
ア
ン
プ
ェ
ル
}
は
、

グ
l
テ
ホ
フ
ヌ
ン
ク
製
鉄
所
と
ク
ル
ッ
プ
之
が
、
一
八
五

0
年
代
に
す
で
に
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
の
鉄
工
業
に
お
い
て
全
く
独
自
の
地
位
を
占
め
て
、
生

産
の
質
に
力
点
を
お
い
て
発
肢
し
(
同
当
日
仏
O
E
O
-
仏
叩
一
込
町
ョ
?
印
印
2
1
2
1
大
量
生
産
へ
移
行
し
た
り
も
も
な
お
、
そ
の
精
良
製
品
に
つ

い
C
は
そ
の
質
に
よ
り
一
種
の
世
占
的
地
位
を
保
持
し
え
た
が
、
量
産
に
ん
も
な
い
、
「
+
叩
場
支
配
に
よ
る
独
占
を
志
向
す
る
話
組
織
」
ヘ
編
み
込

、、

ま
れ
た
こ
と
な
指
摘
し
て
い
る
(
芯
止
、
ω
む
申
)
。
さ
b
に
、
ヴ
ィ
l
デ
ン
フ
ェ
ル
ト
は
、
一
九
世
紀
中
葉
、
重
工
業
心
新
設
企
業
が
資
本
調
進

の
た
め
に
株
式
会
社
市
態
を
と
っ
た
り
に
対
し
、
「
グ

I
テ
ホ
フ
ヌ
ソ
ク
製
鉄
所
や
ク
ル
ッ
プ

O
よ
う
な
、
古
く
か
ら
存
続
す
る
企
業
は
こ
れ
に
反

し
亡
、
州
内
部
。
資

i

一
本
同
有
者
に
そ
の
企
業
へ
の
影
智
を
許
す
こ
と
を
な
お
も
怖
れ
て
、
信
用
需
要
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
い
ま
や
個

人
的
信
用
白
古
い
諸
形
態
に
必
然
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
、
一
切
白
煩
雑
さ
や
矧
繁
な
煙
乱
を
む
し
ろ
引
受
吋
た
の
で
あ
る

U

家
族
の
伝
統
と

無
制
阪
の
独
立
性
を
求
め
る
要
求
は
、
し
か
し
こ
れ
ら
の
企
業
者
サ
ー
ク
ル
で
は
、
ヨ
り
容
易
な
資
本
調
達
の
純
粋
に
実
質
的
な
顧
慮
よ
り
も
強
力

で
あ
っ
た
」
k
叙
述
し
て
し
る
公
立
子
印
ω
a
t
u
E
)
。
後
者
は
、
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
フ
ァ
1
ν
γ
の
企
業
家
屑
の
家
族
な
い
し
親
族
の
密
接

な
結
合
関
係
に
立
脚
し
た
家
族
経
営
吋
E
E
ロ
E
Z可
E
U
の
意
義
安
重
視
す
る
ツ
ン
ケ
ル
の
興
味
ふ
か
い
所
説
(
明

N
ロ
ロ
『
「
。
喝
長
叩
印
お
)

に
か
か
わ
る
論
占
川
を
告
み
、
視
角
を
さ
ら
に
拡
げ
て
、
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
発
民
過
程
L
お
け
る
株
式
会
社
形
態
(
な
い
し
会
社
形
態
に
よ
る
資
本

の
集
中
)
の
構
造
と
機
能
に
つ
い
て
た
ち
い
っ
た
分
析
を
す
す
め
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
前
者
は
、
グ
l
テ
ホ
フ
ヌ
ン
ク
製
鉄
所
。
資
本
の
蓄
積

第
九
十
三
巻

第
一
号

ー/、



ν
l
一
ア
ソ
イ

と
循
環
が
、
ル
ー
ル
オ
ル
ト
の
石
炭
商
平
岡
市
業
に
蓄
積
基
盤
一
ケ
了
、
っ
た
ハ
ヱ
エ
ル
家
に
補
強
さ
れ
つ
つ
も
、
基
本
的
な
発
展
傾
向
に
お
い
て
は
、

シ
ュ
テ
ィ
ン
ネ
ス
の
型
態
よ
り
は
む
し
ろ
そ
れ
と
対
跡
的
な
ク
ル

y

プ
の
型
態
(
松
山
智
雄
「
ク
ル
y

プ
ー
、
同
細
大
塚
久
雄
他
「
匡
宮
へ
の
道
』

中
矢
公
論
社
刊
一
九
五
五
年
所
収
、
二
心
二

t
一
三
一
一
ペ
ー
ジ
を
参
照
せ
よ
)
と
相
似
的
に
把
握
さ
る
べ
き
こ
し
ζ

を
示
唆
す
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。

な
お
、
グ
l
テ
ホ
フ
メ
ン
ク
製
鉄
所
の
岡
大
戦
同
な
ら
び
に
第
二
次
大
戦
後
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
同
出
回
O
H
の
F
O
ロH
O
仏
日
一
。
~v

q
拍
子
山
田
戸
田
、
，
ム
ち
を
参
照
せ
よ
。
ネ
戸
駅
川
郎
『
「
イ
ッ
企
融
資
本
の
成
立
過
程
』
東
京
大
学
出
版
会
刊
一
九
六

O
年
、
熊
谷
一
男
「
独
占
資

本
の
形
成
と
株
式
会
社
|
!
ラ
イ
ン
・
グ
ェ
メ
ト
フ
ァ
l
レ
ン
及
び
オ
l
ベ
十
三
レ
l
ジ
エ
ン
鉱
山
U
製
鉄
栄
町
独
占
資
本
形
成
渦
程
に
み
ら

れ
る
地
帯
差
|
|
」
、
明
治
大
学
経
営
学
部
創
立
十
周
年
記
念
論
文
章
第
一
町
、
将
位
論
集
第
一
一
巻
第
一
号
に
お
い
て
も
、
小
前
と
異
っ
た
視
角

か
ら
『
混
合
企
業
』
の
展
開
に
つ
い
て
論
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
村
記
し
て
お
く
。

ラ
イ
ン
・
グ
ェ
ス
ト
フ
ァ

1
レ
γ
製
軟
禁
に
お
け
る

『
混
合
企
業
』
の
創
出
伺

第
九
十
三
巻

七

第

号

七


